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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月23日(2018.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶剤の不存在下において、疎水性、かつ、疎水性の重合性ビニルモノマーに対して実質
的に不溶性の抗生物活性化合物を、前記疎水性の重合性ビニルモノマー中に、両親媒性高
分子型分散剤の存在下で、分散することにより、疎水性スラリーを含有する油相成分を調
製する油相成分調製工程、
　前記油相成分を水分散して水分散液を調製する水分散工程、および、
　前記重合性ビニルモノマーを懸濁重合して、重合体を生成する重合工程
を備える製造方法により得られ、
　前記抗生物活性化合物が、（Ｅ）－１－（２－クロロチアゾール－５－イルメチル）－
３－メチル－２－ニトログアニジン、および、１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）
－Ｎ－ニトロイミダゾリジン－２－イリデンアミンからなる群から選択される少なくとも
１つであることを特徴とする、徐放性粒子。
【請求項２】
　前記重合工程では、前記重合性ビニルモノマーを、芳香族スルホン酸とホルムアルデヒ
ドとの縮合物の塩の存在下で、懸濁重合し、および／または、
　前記重合性ビニルモノマーが、（メタ）アクリル酸エステル系モノマーおよび（メタ）
アクリレート系架橋性モノマーを含有する
ことを特徴とする、請求項１に記載の徐放性粒子。
【請求項３】
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　重合体からなるマトリクスと、
　前記重合体を生成するためのモノマーに対して実質的に不溶性の前記抗生物活性化合物
からなり、前記マトリクス中に分散するドメインと
から形成される２相構造を有することを特徴とする、請求項１または２に記載の徐放性粒
子。
【請求項４】
　前記徐放性粒子の表面において、前記マトリクスおよび前記ドメインの両方が露出して
いることを特徴とする、請求項３に記載の徐放性粒子。
【請求項５】
　前記ドメインは、前記マトリクスによって被覆されていることを特徴とする、請求項３
に記載の徐放性粒子。
【請求項６】
　さらに、前記マトリクスの表面に前記抗生物活性化合物が付着していることを特徴とす
る、請求項５に記載の徐放性粒子。
【請求項７】
　粒剤として調製されていることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の徐
放性粒子。
【請求項８】
　熱可塑性樹脂と、
　請求項１～７のいずれか一項に記載の徐放性粒子とを含有することを特徴とする、成形
材料。
【請求項９】
　熱可塑性樹脂と、
　請求項１～７のいずれか一項に記載の徐放性粒子と
を含有することを特徴とする、成形品。
【請求項１０】
　溶剤の不存在下において、疎水性、かつ、疎水性の重合性ビニルモノマーに対して実質
的に不溶性の抗生物活性化合物を、前記疎水性の重合性ビニルモノマー中に、両親媒性高
分子型分散剤の存在下で、分散することにより、疎水性スラリーを含有する油相成分を調
製する油相成分調製工程、
　前記油相成分を水分散して水分散液を調製する水分散工程、および、
　前記重合性ビニルモノマーを懸濁重合して、重合体を生成する重合工程
を備え、
　前記抗生物活性化合物が、（Ｅ）－１－（２－クロロチアゾール－５－イルメチル）－
３－メチル－２－ニトログアニジン、および、１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）
－Ｎ－ニトロイミダゾリジン－２－イリデンアミンからなる群から選択される少なくとも
１つであることを特徴とする、徐放性粒子の製造方法。
【請求項１１】
　前記重合工程では、前記重合性ビニルモノマーを、芳香族スルホン酸とホルムアルデヒ
ドとの縮合物の塩の存在下で、懸濁重合し、および／または、
　前記重合性ビニルモノマーが、（メタ）アクリル酸エステル系モノマーおよび（メタ）
アクリレート系架橋性モノマーを含有する
ことを特徴とする、請求項１０に記載の徐放性粒子の製造方法。
【請求項１２】
　前記重合工程により得られた懸濁液と固体担体とを配合し、それらを乾燥させて、粒剤
を調製する工程をさらに備えることを特徴とする、請求項１０または１１に記載の徐放性
粒子の製造方法。
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